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2Ka-3　　　　　　　　　身体周囲長の測定値に及ぼす着衣条件の影響

　　　　　　　　　　　東京家政学院大家政　　○川上　梅　　松本　幸子

目的　身体計測は裸体に近い状態で測定することが原則とされているが，そのような状態

になることが困難な場合も少なくない．また，衣服購入時には，着衣の上から計測する場

合も多い．着用する衣服が身体を圧迫する場合には，身体周囲長が，裸体時の計測値より

も減少することが考えられるが，多くの場合，着衣により周囲長は増加する．本研究では，

着衣により腰囲が増加する場合について，増加の要因を分析し，検討した．

方法　生体計測であるがゆえに生じる計測誤差をできるだけ排除し，純粋に着衣による増

加を検討するために，まず「円筒モデル実験」を行い，次に「人台着装実験」を行った．

いずれの実験においても布の厚さとゆとり量の要因から増加量の検討を行った．特に，

　「円筒モデル実験」ではゆとり量の分散方法および円筒の太さの観点から，「人台着装実

験」ではスカートとジーンズ着用時の腰囲について，縫製方法の観点から検討した．

結果　1.ゆとり部分は１箇所にまとめて折りたたむ方法の増加量が最小であり，最良の方

法といえる. 2.増加量は布の厚さとともに比例的に増加し,また，ゆとり量とともに増大

した．さらに，縫製の影響が大きく，縫製の影響がない場合には円筒の半径に比例して大

きくなる傾向がみられた．したがって，布の厚さとゆとり率から推定される部分と,身体

の太さ，衣服の縫製状態などが関係してくる部分とに分けて，増加量の理論値を求めるこ

とを提案した．

2Ka－4 既製服のゆとり量とゆとり感覚（第１報）
　　　　一女子短大生の場合一

　　　　　　　　　　　　　大妻女大短大　○布施谷節子　高部啓子

目的：最近のビッグな既製服の流行の中で、衣服のフィット感について、以前とはかなり

の差があると思われる。そこで、女子短大生が現在着用している既製服のゆとり量やゆと
り感覚を明らかにすることによって、衣服の設計やサイズ選択のための基礎的資料を得る

ことを目的とした。
資料・方法:1993、1994年の夏と冬に、女子短大生313名を対象として質問紙法による調
査を行った。調査項目は、身長、胸囲、胴囲、腰囲、ゆきの５身体計測値とブラウス、シ
ャツブラウス、タイトスカート、ジーンズ、パンツの胸部、胴部、腰部、ゆき丈、着丈の
ゆとり量とゆとり感覚についての合計45項目である。これらの項目を用いて、単純集計、

クロス集計、因子分析によって解析し、考察を行った。
結果：①素材については、シャツブラウス・ジーンズでは約90％、その他の服種では約30
％が綿または綿混である。②着用サイズについては、ブラウス、シャツブラウス、スカー

トはＭサイズに相当するものが60％前後を占めており、サイズの偏りがみられる。③身体
計測値と胸部、胴部、腰部、ゆきのゆとり量との間には負の相関がみられ、計測値の大き
い人はゆとり量が少なく、小さい人はゆとり量が多い傾向が認められる。④胸部のゆとり

量の平均値は、ブラウス18. 8crD、シャツブラウス25. 7cmであり、ブラウスでは50.2％がち
ょうどよい、シャツブラウスでは62.6％がややゆるい・ゆるいと感じている。また、ゆき
丈では身体寸法と衣服寸法との間に、ブラウス6.8cin、シャツブラウス8.6cmもの差異が認

められるにもかかわらず、それぞれ50.8％、45.4％の人がちょうどよいと感じている。胴
部のゆとり量は、スカート・パンツではちょうどよいと感じる割合が高いのに対して、ジ

ーンズではゆるいと感じている割合が高い。
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